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総合水系環境整備事業の概要

◇ 自然再生事業 ・・・・・ 河川の自然環境を保全・再生する事業

・ 干潟・湿地の再生
・ ヨシ原再生
・ レキ河原再生
・ 魚道整備 ほか

◇ 水環境整備事業 ・・・ 悪化した水環境を改善する事業

・ ヘドロの浚渫
・ 浄化用水の導水 ほか

◇ 水辺整備事業 ・・・・・ 地域と連携し良好な河川景観の形成を図る事業

○ 河川管理者による整備（基盤整備）
・ 低水護岸
・ 緩傾斜堤防
・ 高水敷整正 ほか

○ 地方公共団体等による整備（上物整備）
・ 公園、グランド等の施設整備 ほか
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自然再生事業の概要

木曽川左岸3.0km付近の干潟再生の事例

木曽川水系・根尾川第八床固（9.0km付近）の魚道改善の事例
（ハマシギ）

（ヤマトオサガニ）

（再生した干潟での確認種の一例）
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水環境整備事業の概要

「100万人のキャンドルナイト伊勢～勢田川を天の川に～」

伊勢市役所ＨＰより引用

（事業前の勢田川の状況）

宮川水系・勢田川浄化事業の事例

キャンドルの設置～点灯、翌日の後片付け等、ボランティアで実施

（市民団体により整備された落差工
勢田川とおりゃん瀬）

（地域住民による清掃活動
勢田川七夕大掃除）

（河川管理者による浚渫工事）
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水辺整備事業の概要

天竜川水系・飯田市川路地区水辺の楽校の事例

（河川管理者による基盤整備）
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事業評価の考え方
・評価単位：水系単位
・算出方法：個別箇所毎、分野毎に算出したB/Cを合算して水系全体のB/Cとする。
・事後評価に準ずるフォローアップ：

個別箇所の完了後5年以内に行われる水系としての再評価の中で、事後評価に準ずる
フォローアップを実施する。

個別完了 箇所

→ 「事後 評価に準ずるフォローアップ 」へ移行

個別完了 箇所

→ 「事後 評価に準ずるフォローアップ 」へ移行

事業評価の考え方

箇所　Ｂ／Ｃ

水辺整備

箇所　Ｂ／Ｃ

分野 　Ｂ／ Ｃ

箇所 　Ｂ／ Ｃ

総
合
水
系
環
境
整
備
事
業

自然再生

箇所　Ｂ／Ｃ
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箇所　Ｂ／Ｃ

分野 　Ｂ／ Ｃ

-５-


